米国ロスアラモス国立研究所の運営に企業の参入が決定した by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2006年 2月号
8 9Science & Technology Trends   February  2006
 その他の分野 TOPICS Others
　近年、米国エネルギー省管轄のロスアラモス国立研究所において国家機密漏洩などの不祥事が多発
したため、これまで無入札であった運営委託を60 年ぶりに見直すこととなった。今回の競争入札では、
運営チームにセキュリティに経験の深い民間会社を加えることが必要条件とされた。結果的にこれまで運
営を委託されて来たカリフォルニア大学が、民間会社のベクテル社などを加えて運営組織を構築し、引き
続き2006 年 6月以降の運営権を獲得した。
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　米国エネルギー省（DOE）管轄の国立研究所は、
GOCO（Government Owned Contractor Operated）
形式（政府が所有し、契約により民間等が運営す
る）を採っている。研究所の建物等は政府に所属し、
研究者および事務等担当職員の大部分は政府職員
ではなく、運営組織に所属する。
　これらの国立研究所の運営は、大学に委託され
ている場合が多く、大学組織にとっての収入源の
ひとつであり、教授などの給与源である。さらに
国立研究所の施設を利用できること、交流が密に
なることで国立研究所の高い科学知識を大学に導
入可能になること、国家政策に関与し易いことな
どのメリットがあると言われている。
　1931 年に創立されたローレンス・バークレー国
立研究所、1952 年創立のローレンス・リバモア国
立研究所、およびマンハッタン計画で 1943 年に創
立されたロスアラモス国立研究所の３国立研究所
は、慣例として 60年間以上無入札で、カリフォル
ニア大学がDOEから運営を委託されてきた。し
かし、近年のロスアラモス国立研究所での機密漏
洩疑惑や資金流用疑惑をきっかけに、米国議会が
DOEに運営の契約を競争入札制にするように勧告
し、2005 年２月の入札で、ローレンス・バークレ
ー国立研究所の運営は従来通りにカリフォルニア
大学に委託されることに決まった。
　それに対して、ロスアラモス国立研究所の入札
には、運営チームにセキュリティに経験の深い民
間会社を加えることが必要条件とされ、そのため、
当初は、世界最大級の独立系民間研究所であるバ
テル記念研究所（Battelle Memorial Institute）が
最有力候補とされていた。しかし、バテルは既に
DOEの５つの国立研究所（アイダホ国立研究所、
ブルックヘーブン国立研究所、パシフィックノー
スウェスト国立研究所、オークリッジ国立研究所、
再生可能エネルギー国立研究所）の運営を委託され
ており、雇用人数 8,300 人という大規模のロスアラ
モス国立研究所を加えると、他の国立研究所の運営
が手薄になる事を理由に、入札不参加を表明した。
　また、ロッキード・マーチン社は当初入札不参
加を表明していたが、DOEから運営機関に支払わ
れる運営手数料が年間 870万ドルから 7,900 万ドル
に引き上げられ、福利厚生・退職手当てに関する
条件が緩和された後に、テキサス大学とチームを
組み入札に参加し、カリフォルニア大学の最終競
争相手と見なされていた。
　一方、カリフォルニア大学は入札の必要条件を
クリアするために、民間企業を加えたチームで運
営にあたることにし、運営組織としてLos Alamos 
National Security LLC（LANS）という連合組織を
編成した。これにはカリフォルニア大学以外に民間
会社のベクテル社（Bechtel）、BWX Technologies、
Washington Group International、ニューメキシコ
大学、ニューメキシコ州立大学等が参加している。
　競争入札の結果は、2005 年 12 月 21 日に、DOE
のサミュエル・ボドマン長官から発表され、ロ
スアラモス国立研究所の運営権は、カリフォルニ
ア大学の率いるチームが最終競争相手のロッキー
ド・マーチン社のチームを破り獲得した（http://
www.doe.gov/news/2820.htm）。
　運営委託の契約は 2006 年６月から開始され、期
間は基本的に７年間であるが、20年まで延長可能
である。また、運営状況によって支払われる運営
手数料の額に幅をもたせることが示された（5,300
万から 8,000 万ドル／年）。
　カリフォルニア大学は 60年以上運営してきた３
つの研究所のうち、既に単独運営権を獲得してい
るローレンス・バークレー国立研究所とならんで、
２つ目の国立研究所も（単独ではないが）引き続
き運営することになった。なお、残りのローレンス・
リバモア国立研究所の運営権は 2007 年の競争入札
により決定される。
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